
　編集部の木下です。ついにインターン生
が卒業いたしました。今回は、インター
ン生の卒業特集をお届けいたします。な
んと、2～3ページ目のデザインは卒業す
るインターン生の上野さんが手掛けたも
のです！
はなむけの会の二次会で「私、
編集してみたいです！」と手を挙げてく
れたことがとても嬉しく、もっと早くお
願いしておけばよかったと思いました
（笑）。今回もお楽しみいただければ
幸いです。

経営者向けの勉強会

「未来経営そうぞう塾」の

第2期がスタートしました！

聞いているだけで相手をいやせる。
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社員が「自分事」で動き出すカギ

　「どうすれば社員が主体的に動くか」という悩みを多くの経営者が持っています。目標を提示するだけでは、
動くための「裁量」がなければ責任感は育ちません。逆に、自由すぎても迷いを生むこともあります。そこで今
期から当事務所では、スタッフ自らが「未来のために何が必要か」を考え、必要な経費を積み上げた予算案を作
成しました
。
　具体的には、スタッフ自らが必要な予算（備品や研修費など）を計画し、承認された枠内であれば、現場の判
断で決済できるようにしています。例えば、5万円以内の備品購入は所長の承認を待たずに進められます。個人
目標と共に「予算」と「権限」を渡すことで、責任感と「自分たちで未来を創る」という当事者意識が芽生える
ことを期待しています。
　信頼して任せることで組織はより強く、しなやかになります。このような「人が育つ数値計画」をどう作成し
たらよいか、迷われた際はぜひ当事務所へご相談ください。社員の皆様が自信を持って動ける、
納得感のある数値計画を共に作り上げましょう。
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先月のヒトコマ

　「ただ聴く」ことが相手を癒やします。人は話すことで思考を整理し、心が軽く
なります。専門知識を届ける前に、まずは真摯に耳を傾け、相手の味方になる。
その姿勢こそが信頼を築く最良の第一歩です。

「超訳
カーネギー
人を動かす」
㈱ディスカヴァー・トゥエンティワン発行
デール・カーネギー（1888-1955年）米国の著述家、教育者、実業家

現在の1冊

今月の言葉

前回の第1期では、3名の方が修了

し、同じ「経営者」という立場での

悩みを共有しながら、「頑張ってい

こう！」という意気込みを持つ場と

なりました。





◆

卒業生よりインターン生活最後に一言！◆



はなむけの会を開催しました！はなむけの会を開催しました！

たくさんアドバイスをいただいて成長することが

できました！

最後までやり遂げることができて良かったです！！

会計という仕事が向いていると自信を持つことが

できました！

たくさんの事を経験させてもらえて嬉しかったです！

古来より、旅立つ人の無事を願って馬の鼻先を行き先に向ける「馬の鼻向け」という風習があります。
この伝統に倣い、私たちの事務所ではインターン生の新たなスタートを祝う「はなむけの会」を開催し
ました。このイベントは単なる別れの場ではなく、未来に向けた第一歩を踏み出す彼女たちを見送る大
切な機会です。全員でインターン生たちの卒業とこれからの活躍をお祝いしました！

古来より、旅立つ人の無事を願って馬の鼻先を行き先に向ける「馬の鼻向け」という風習があります。

この伝統に倣い、私たちの事務所ではインターン生の新たなスタートを祝う「はなむけの会」を開催し

ました。このイベントは単なる別れの場ではなく、未来に向けた第一歩を踏み出す彼女たちを見送る大

切な機会です。全員でインターン生たちの卒業とこれからの活躍をお祝いしました！

ご卒業おめでとうございます！

新たな道へ進む二人に、心からのエールを送ります。

それぞれの夢に向かって突き進んでください。

応援しています！！

ちゃっかり二軒目まで

行かせていただき

スタッフの皆さんとも

たくさんお話しできました！
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卒業記念にアルバムをいただきました！

懐かしい写真がたくさんあって

インターン生活あっという間

だったなとしみじみしました…。

今年は事務所の近くにある

ビストロダイニングガーデンでの開催でした！

前菜からデザートまでボリューム

たっぷりで美味しかったです！！



補助金プラスよりご案内

㈱ミライズ「補助金プラス」
公式LINE

　　　　長田会計事務所に入社してからの2年間で、楽しか

　　　ったことと学んだことを2つずつ発表します！
　　

事務所に入って学んだこと1つ目：税務会計の知識！！

家族の年末調整や確定申告を手伝えるなど、日常生活の中で

も役立つ場面が多くありました。特に私は、就職先での仕事

内容と税務会計が直結しているため、ここで学んだことはそ

のまま将来に活かせると感じています。
　

学んだこと2つ目：9時～17時で働くことの大変さ

丸一日働いたあとの疲れ具合や、モチベーションの保ち方な

ど、実際に働いてみないと分からないことを多く学びまし

た。そのおかげで、働くことに対するイメージが具体的にな

り、就職に対する不安は以前よりかなり少なくなったと感じ

ています。

楽しかったこと1つ目：ランチ！！

事務所の周りには本当に美味しいご飯屋さんが多く、入社し

たてのころは、「事務所近くのご飯屋さんを全部制覇する

ぞ！」と意気込んでいましたが、さすがに達成はできません

でした（笑）。

楽しかったこと2つ目：イベント系！！

1年目の遠足ではサントリーのビール工場、2年目は大阪万博

に行きました。ビール工場では午前中からビールを飲むとい

う初めての経験をし、「大人になったな」と感じたのを覚えて

います。万博では大雨で会場が空いていて、人気のパビリオ

ンをいくつも回ることができました。こうしたイベントを通

して、仕事以外の場面でも事務所の皆さんと関われたこと

が、とても嬉しかったです。

大変なこともありましたが、それ以上に楽しい時間や学びが

多く、長田会計事務所でインターンができて本当によかった

です。

以上、インターン生の日高でした！

　　　　約1年半という長い期間でたくさんの業務を経験さ　　

　　　せていただきました！ここでは楽しかった業務3選を

発表します！

楽しかった業務1つ目：総勘定元帳作り！！

インターン生が入社後一番最初に取り組む業務なのですが、

趣味がセルフネイルとハンドメイドで細かい作業が好きな私

にとってこれ以上楽しくできる業務はないと言っても過言で

はないくらい楽しかったです！

総勘定元帳はお客様に直接お渡しするものになるので、丁寧

かつスピーディーに仕上げることを意識して取り組んでいま

した。
　

楽しかった業務2つ目：伝票入力！！

正確性とタイピングスピードがかなり鍛えられました。入力

後には残高が合っているかを確認する必要があるので、どの

ように入力を進めると効率がいいかを常に考えて取り組むよ

うにしていました。一発で完了したときの楽しさと嬉しさは

群を抜いていました笑
　

楽しかった業務3つ目：法人税申告書の作成！！

会社によって入力する内容が異なるので、毎回新鮮でした。

お客様が納める税額を計算する作業なので毎回合っているか

緊張しますが、その分とてもやりがいのある業務でした！
　　

もちろん、苦戦したり緊張しながら取り組んだ業務もありま

すが、インターン生やスタッフさん、時にはお客様に助けて

いただきながら日々成長することができました。

インターン生活で関わってくださった方々への感謝の気持ち

を忘れずに、４月からも頑張りたいと思います！

以上、インターン生の上野でした！
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【令和8年新設】「新事業進出・ものづくり商業サービス補助金」

公募開始は6月頃予定！大型設備投資は「早めの準備」が鍵です。

既存の2つの制度が統合され、製品開発や海外展開など、最大7,000万円を支援する

新制度が始まります。補助金の採択や交付には約半年かかるため、秋以降の投資を

考えている方は、ぜひ今から準備を進めてください。経営計画を立てることで、こ

うした補助金を活用する選択肢が広がります。

インターン卒業発表：2人が語る“成長できたこと”と“楽しかったこと”
長田会計事務所でインターンとして働いた二人が卒業発表で語った内容は、日常の小さな喜びから、働くという

こと、そして成長に関することまで多岐にわたりました。ここでは、インターン卒業発表の一部をお届けします。

補助金についてもっとお知りになりたい方は、右のQRコードからどうぞ！

働くリアルを肌で感じた2年間！ 専門的な内容まで取り組めた1年半！
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